
場　所／垂井町福祉会館２階相談室（垂井町1305番地の２）
時　間／各回とも　13：00～ 16：00
その他／ご相談は無料です。
　　　　法律相談をご希望の場合は、必ずご予約ください。

心配ごと相談日のご案内

編集後記

　各事業は、感染症対策のため、中止となる場合があります。最新情報は、ホームページをご覧いただくか、
お問い合わせください。

◆ お問い合わせ・ご予約先
　垂井町社会福祉協議会
　☎（0584）23-3335

※各日とも、10：00～12：00
場　　所／垂井町福祉会館　介護学習室
お問い合わせ先／垂井町社会福祉協議会
　　　　　　　 ☎（0584）23-3335

おもちゃ病院たるい診療日おもちゃ病院たるい診療日

※修理費は無料ですが、部品代など実費をいただく場合がございます。
※テレビゲーム機など承れないおもちゃもございますのでご了承ください。

壊れたおもちゃをお持ちください。
おもちゃドクターが修理します。

９月

10月

11月

心配ごと相談

4日（水） 18日（水）

法律相談 結婚相談

26日（木） 28日（土）

2日（水） 16日（水） 24日（木） 26日（土）

7日（水） 21日（水） 22日（木） 24日（土）

　朝夕にわずかな秋の気配を感じるものの、今
年も厳しい残暑が続き、外に出るのもためらう
ような日が続いています。
　夏の疲れが出やすい時期でもありますので、
お出かけはご無理をなさらず、涼しいお部屋で
ゆっくり過ごす時間も大切にしてくださいね。
　日々の家事や生活の合間、ほっと一息つく時
間のお供に、この社協だよりをめくっていただ
けたら幸いです。

（Y.F）
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垂井町福祉会館
垂井町社会福祉協議会
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診療日時／  9月26日（土）
　　　　  10月24日（土）
　　　　  11月28日（土）

小中学生のための
手話教室

ワークキャンプ

いらないおもちゃをご寄付くださいいらないおもちゃをご寄付ください

いらないおもちゃをお持ちの方がいらっしゃいました
ら、「おもちゃ病院たるい」にぜひご寄付いただけるとあり
がたいです。
※電池で動く電子玩具、木製玩具、プラスチック製のおもちゃ等を
集めております。
※モデルガンやエアガン、テレビゲーム機、携帯型ゲーム機等、一部
お受けできないおもちゃもございます。ご了承ください。

壊れたおもちゃの修理に
部品が必要です。

あたたかい善意のご寄付
ありがとうございました
あたたかい善意のご寄付
ありがとうございました

● 匿名　様・・・・・・・・・・・　50,000円

●令和７年度事業報告・決算報告
　　　　　　　　　役員紹介（P２～４）
●いきいきふれあいサロン紹介（P５）　　
●ワークキャンプ（P６）
●小中学生のための手話教室、
　　　　　在宅介護者のつどい（P７）

TOPICS

令和８年９月１日発行
編集発行
社会福祉法人 垂井町社会福祉協議会
不破郡垂井町1305番地の2（垂井町福祉会館）

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

社協
だより
たるい

令和８年９月１日
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　垂井町社会福祉協議会では、「地域共生社会」実現のため、垂井町地域福祉活動計画（計画期間　令和２年度～令和
８年度）に基づき、地域の皆様のご支援とご協力をいただきながら、「ささえあいでつくる　福祉のまち　たるい」を
めざした取組を進めました。
　（令和７年度事業報告・収支決算については、理事会・評議員会にて報告し承認されています。）

令和７年度事業報告・決算報告

令和７年度決算のあらまし

町からの受託も含めて総合相談事業として、相談員に
よる相談所（心配ごと相談所、弁護士による法律相談所、
結婚相談所）を開設しました。

心配ごと相談事業

在宅介護者を支援するため地域包括支援センターと連
携を図りながら２４時間体制での相談支援事業等を行
いました。
・在宅介護者のつどい開催

在宅介護支援センター事業（受託事業）

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくり
を進めるための事業を実施しました。
・生活支援サービスの活動支援
・地区ささえあい連絡会等の活動支援
・福祉推進員、近隣ボランティア研修会の実施
・いきいきふれあいサロン活動相談支援・助成
・生活援助サービスの研究
・在宅介護者への相談支援
・福祉機器の無料貸出　
・特別給食サービスの実施
・社会福祉法人等連携・協働の基盤づくりモデル事業
（垂井町社会福祉法人等連絡会による連携・協働事
業の実施）
・福祉学習の支援（手話学習、高齢者の福祉について、
高齢者疑似体験セット・点字セットの貸出等）

福祉活動事業

町内の学校や団体の福祉活動を支援するため助成を行
いました。

助成事業
認知症高齢者や障がい者等で判断能力に不安を抱える
方に対して、契約に基づいて、福祉サービス利用手続
きや日常的金銭管理等の支援を行いました。

福祉サービス利用援助事業

・赤い羽根共同募金、歳末たすけあい募金運動の実施
　　募集実績　赤い羽根共同募金　   2,307,514円
　　　　　　　歳末たすけあい募金　2,095,071円
・共同募金一般配分金事業
・歳末たすけあい配分金事業

共同募金配分事業

・社員（社資）募集（募集実績 3,554,000円）
・非常時に備えての活動
　非常食・非常用器具の備蓄
・災害時訓練支援

日本赤十字社事業

ボランティア活動を推進するため、講座の開催や支援、
調査等各種事業を行いました。
・ボランティアセンター運営
・ボランティア保険加入
・福祉関係ボランティア連絡会の活動支援　
・おもちゃ病院

ボランティアセンター事業

生活支援コーディネーターを配置し、地域課題の抽出
や地域資源の把握を行いました。
・情報共有会議（７回）
・地域ケア個別会議への参加
・通いの場・活動の場調査
・生活支援サービスの活動支援
・ささえあいでつくる福祉のまち研修会開催

生活支援体制整備事業（受託事業）

・基準該当障害者福祉サービスの実施

障害者自立支援事業

・垂井町福祉事業所けやきの家の運営
・自主製品の販売
・町内団体との協働による自主製品の開発
・フェアトレード製品の開発
・利用者社会参加事業の開催（季節行事）

垂井町福祉事業所けやきの家（町指定管理）

・通所介護事業所の運営
・居宅介護支援事業所の運営

介護保険事業

ひとり暮らし高齢者のお宅を訪問し安否確認を行うと
ともに定期的に生活状況等の調査を行いました。

ひとり暮らし高齢者等訪問事業（受託事業）

負債の部

純資産の部

流動負債
　　短期運営賃金借入金
　　事業未払金
　　１年以内返済予定リース債務
　　１年以内返済予定長期未払金
　　預かり金
　　職員預り金
　　前受収益
　　賞与引当金
固定負債
　　退職給与引当金
　　長期前受収益
負債の部合計

貸借対照表（令和８年３月31日現在）

流動資産の合計
　　現金預金
　　事業未収金
　　未収金
　　立替金
　　前払費用
固定資産合計
　　基本財産
　　　定期預金
　　その他の固定資産 
　　　車両運搬具
　　　器具及び備品
　　　有形リース資産
　　　減価償却累計額△
　　　長期貸付金
　　　退職手当積立基金預け金
　　　退職給付引当資産
　　　福祉基金積立資産
　　　長期前払費用
　　　その他の固定資産
資産の部合計   

資産の部
57,338,078円
29,448,105円
26,690,554円
236,110円
7,533円

955,776円
68,403,355円
1,000,000円
1,000,000円
67,403,355円
4,962,246円
21,070,731円
4,032,600円
15,710,667円
2,735,000円
37,794,570円
8,582,835円
328,800円

3,584,160円
23,080円

125,741,433円

27,768,952円
13,600,000円
7,421,799円

0円
158,281円
30,732円
6,863円

695,089円
5,856,188円
55,059,958円
52,453,375円
2,606,583円
82,828,910円

基本金
　　基本金
国庫補助金等特別積立金
　　国庫補助金等特別積立金
その他の積立金
　　福祉基金積立金
次期繰越活動増減差額
　　次期繰越活動増減差額
　　うち当期活動増減差額
純資産の部合計
負債及び純資産の合計

1,000,000円
1,000,000円
8,946,676円
8,946,676円
328,800円
328,800円

32,637,047円
32,637,047円
－2,496,266円
42,912,523円
125,741,433円

適切な法人運営と効率的な事業経営を行うため、財務
人事管理をはじめ、組織全体にかかわる企画・調整等
を行いました。
社協会費や寄付金・寄付物品について皆様からご協力
いただきました。
・理事会、評議員会等の開催
・会員（会費）募集（募集実績4,642,419円）
・寄付受付（寄付金232,768円、寄付物品５件）

法人運営事業

・要生活援助者世帯への支援活動
・生活資金貸付事業の実施
・県社会福祉協議会生活福祉資金（特例）償還相談受付
・生活困窮者自立相談支援
・食料支援の実施
・フードバンク・ドライブ
・ぎふ子どもの学習支援・垂井教室の開催

高額・生活資金貸付事業

社協の活動をわかりやすく伝え、地域福祉の推進をは
かるため、広報活動等を行いました。
・社協だよりの発行（年６回）
・ホームページやSNSによる情報発信
・マスコットキャラクター“るいちゃん”の活用

企画広報事業
会費収入　2.2%

施設整備等支出　6.2%

その他の支出 他　0.3%

その他活動による支出　11.9%

助成金支出　1.3%

貸付事業支出　0.1%

就労支援事業支出　2.2% 事業費支出
10.8%

人件費支出
57.2%

寄附金収入　0.1%

経常経費補助金収入
11.2%

受託金収入　7.4%

貸付事業収入　0.2%

事業収入　0.2%

障害福祉サービス等
事業収入　23.6%

就労支援事業収入　1.7%

繰越金　4.0%

その他活動による収入　7.4%

その他の収入　0.4%

施設整備等収入　4.1%
介護保険事業収入

37.5%

収 入
208,429,517円
208,429,517円

支 出

事務費支出
10.0%

２3
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　垂井町社会福祉協議会では、「地域共生社会」実現のため、垂井町地域福祉活動計画（計画期間　令和２年度～令和
８年度）に基づき、地域の皆様のご支援とご協力をいただきながら、「ささえあいでつくる　福祉のまち　たるい」を
めざした取組を進めました。
　（令和７年度事業報告・収支決算については、理事会・評議員会にて報告し承認されています。）

令和７年度事業報告・決算報告

令和７年度決算のあらまし

町からの受託も含めて総合相談事業として、相談員に
よる相談所（心配ごと相談所、弁護士による法律相談所、
結婚相談所）を開設しました。

心配ごと相談事業

在宅介護者を支援するため地域包括支援センターと連
携を図りながら２４時間体制での相談支援事業等を行
いました。
・在宅介護者のつどい開催

在宅介護支援センター事業（受託事業）

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくり
を進めるための事業を実施しました。
・生活支援サービスの活動支援
・地区ささえあい連絡会等の活動支援
・福祉推進員、近隣ボランティア研修会の実施
・いきいきふれあいサロン活動相談支援・助成
・生活援助サービスの研究
・在宅介護者への相談支援
・福祉機器の無料貸出　
・特別給食サービスの実施
・社会福祉法人等連携・協働の基盤づくりモデル事業
（垂井町社会福祉法人等連絡会による連携・協働事
業の実施）
・福祉学習の支援（手話学習、高齢者の福祉について、
高齢者疑似体験セット・点字セットの貸出等）

福祉活動事業

町内の学校や団体の福祉活動を支援するため助成を行
いました。

助成事業
認知症高齢者や障がい者等で判断能力に不安を抱える
方に対して、契約に基づいて、福祉サービス利用手続
きや日常的金銭管理等の支援を行いました。

福祉サービス利用援助事業

・赤い羽根共同募金、歳末たすけあい募金運動の実施
　　募集実績　赤い羽根共同募金　   2,307,514円
　　　　　　　歳末たすけあい募金　2,095,071円
・共同募金一般配分金事業
・歳末たすけあい配分金事業

共同募金配分事業

・社員（社資）募集（募集実績 3,554,000円）
・非常時に備えての活動
　非常食・非常用器具の備蓄
・災害時訓練支援

日本赤十字社事業

ボランティア活動を推進するため、講座の開催や支援、
調査等各種事業を行いました。
・ボランティアセンター運営
・ボランティア保険加入
・福祉関係ボランティア連絡会の活動支援　
・おもちゃ病院

ボランティアセンター事業

生活支援コーディネーターを配置し、地域課題の抽出
や地域資源の把握を行いました。
・情報共有会議（７回）
・地域ケア個別会議への参加
・通いの場・活動の場調査
・生活支援サービスの活動支援
・ささえあいでつくる福祉のまち研修会開催

生活支援体制整備事業（受託事業）

・基準該当障害者福祉サービスの実施

障害者自立支援事業

・垂井町福祉事業所けやきの家の運営
・自主製品の販売
・町内団体との協働による自主製品の開発
・フェアトレード製品の開発
・利用者社会参加事業の開催（季節行事）

垂井町福祉事業所けやきの家（町指定管理）

・通所介護事業所の運営
・居宅介護支援事業所の運営

介護保険事業

ひとり暮らし高齢者のお宅を訪問し安否確認を行うと
ともに定期的に生活状況等の調査を行いました。

ひとり暮らし高齢者等訪問事業（受託事業）

負債の部

純資産の部

流動負債
　　短期運営賃金借入金
　　事業未払金
　　１年以内返済予定リース債務
　　１年以内返済予定長期未払金
　　預かり金
　　職員預り金
　　前受収益
　　賞与引当金
固定負債
　　退職給与引当金
　　長期前受収益
負債の部合計

貸借対照表（令和８年３月31日現在）

流動資産の合計
　　現金預金
　　事業未収金
　　未収金
　　立替金
　　前払費用
固定資産合計
　　基本財産
　　　定期預金
　　その他の固定資産 
　　　車両運搬具
　　　器具及び備品
　　　有形リース資産
　　　減価償却累計額△
　　　長期貸付金
　　　退職手当積立基金預け金
　　　退職給付引当資産
　　　福祉基金積立資産
　　　長期前払費用
　　　その他の固定資産
資産の部合計   

資産の部
57,338,078円
29,448,105円
26,690,554円
236,110円
7,533円

955,776円
68,403,355円
1,000,000円
1,000,000円
67,403,355円
4,962,246円
21,070,731円
4,032,600円
15,710,667円
2,735,000円
37,794,570円
8,582,835円
328,800円

3,584,160円
23,080円

125,741,433円

27,768,952円
13,600,000円
7,421,799円

0円
158,281円
30,732円
6,863円

695,089円
5,856,188円
55,059,958円
52,453,375円
2,606,583円
82,828,910円

基本金
　　基本金
国庫補助金等特別積立金
　　国庫補助金等特別積立金
その他の積立金
　　福祉基金積立金
次期繰越活動増減差額
　　次期繰越活動増減差額
　　うち当期活動増減差額
純資産の部合計
負債及び純資産の合計

1,000,000円
1,000,000円
8,946,676円
8,946,676円
328,800円
328,800円

32,637,047円
32,637,047円
－2,496,266円
42,912,523円
125,741,433円

適切な法人運営と効率的な事業経営を行うため、財務
人事管理をはじめ、組織全体にかかわる企画・調整等
を行いました。
社協会費や寄付金・寄付物品について皆様からご協力
いただきました。
・理事会、評議員会等の開催
・会員（会費）募集（募集実績4,642,419円）
・寄付受付（寄付金232,768円、寄付物品５件）

法人運営事業

・要生活援助者世帯への支援活動
・生活資金貸付事業の実施
・県社会福祉協議会生活福祉資金（特例）償還相談受付
・生活困窮者自立相談支援
・食料支援の実施
・フードバンク・ドライブ
・ぎふ子どもの学習支援・垂井教室の開催

高額・生活資金貸付事業

社協の活動をわかりやすく伝え、地域福祉の推進をは
かるため、広報活動等を行いました。
・社協だよりの発行（年６回）
・ホームページやSNSによる情報発信
・マスコットキャラクター“るいちゃん”の活用

企画広報事業
会費収入　2.2%

施設整備等支出　6.2%

その他の支出 他　0.3%

その他活動による支出　11.9%

助成金支出　1.3%

貸付事業支出　0.1%

就労支援事業支出　2.2% 事業費支出
10.8%

人件費支出
57.2%

寄附金収入　0.1%

経常経費補助金収入
11.2%

受託金収入　7.4%

貸付事業収入　0.2%

事業収入　0.2%

障害福祉サービス等
事業収入　23.6%

就労支援事業収入　1.7%

繰越金　4.0%

その他活動による収入　7.4%

その他の収入　0.4%

施設整備等収入　4.1%
介護保険事業収入

37.5%

収 入
208,429,517円
208,429,517円

支 出

事務費支出
10.0%
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役員（理事、監事、評議員の皆さん）を紹介します

第三者委員紹介

＜順不同・敬称略＞

会　長
副会長

副会長

理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事

監　事
監　事

評議員
評議員

評議員

評議員

澤島　精次
山田　紘德

小林　禎裕

酒井　明美
渡邊　直文
岩田　順子
早野　博文
秋田　義彦
広瀬　隆博
中橋　昇

岩田　勝司
下元　佳代子

水野　忠宗
田中　数博　

西川　康夫　

多和田　悦嗣

学識経験者
町民生委員児童委員協議会会長
町連合自治会連絡協議会会長
垂井地区連合自治会長
町健康福祉課長
町連合福祉推進委員長
垂井町福祉事業所けやきの家
学識経験者　町長
町ボランティア連絡会会長
町議会議長
社会福祉法人あゆみの家理事長

税理士
社会福祉の知識経験を有する者

町議会文教厚生委員長
東地区連合自治会長
宮代地区連合自治会長
福祉推進員宮代地区代表
表佐地区連合自治会長

赤い羽根募金
さまざまな地域福祉の課題解決に取り組
む、事業者や団体等を支援している募金
です。

歳末たすけあい募金
新たな年を迎える時期に、支援を必要と
している人々が安心して暮らすことがで
きるよう実施している募金です。

～皆さまのご協力をお願いします～
　今年も10月１日から、全国一斉に共同募金運動がはじまります。
　共同募金は、「赤い羽根募金」と「歳末たすけあい募金」に分けられ、どちらも、じぶん
の町を良くするしくみとして、高齢者や障がい者、子どもやその親等、子どもから大人
まで支援を必要とする様々な人のくらしを支えています。また、災害ボランティア活動
支援等にも役立てられています。
　岐阜県共同募金会垂井町分会では、今年度も関係各位のご協力をいただきながら、
町内で募金運動を展開いたします。
　皆様のあたたかいご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。

募金箱

戸別募金

法人募金

街頭募金

イベント募金

学校募金

職域募金

社会福祉法人垂井町社会福祉協議会苦情解決第三者委員を紹介します。＜順不同・敬称略＞

町田  正博（学識経験者）　　　衣斐  　修（学識経験者）

いきいきふれあいサロンのご紹介いきいきふれあいサロンのご紹介
いきいきふれあいサロンとは？いきいきふれあいサロンとは？
　地域の皆さんが気軽に集まり、おしゃべりや体操、ゲームなどを楽しみながら交流する場です。仲間
づくりや健康づくり、地域のつながりづくりを目的に開催されています。
　町内7地区には、２7ヶ所のいきいきふれあいサロンがあります。今後、社協だよりやインスタグラム
で、各地区いきいきふれあいサロンの様子をご紹介いたします。

　 岩手地区の谷転作研修所では、寿会のサロンが開催され
ています。このサロンは他のサロンと比べて、男性の参加
者が多いサロンです。撮影した日は、美楽一座(みらくいち
ざ）の皆さんにお越しいただき、南京玉すだれ、どじょうす
くい等の楽しい芸の数々をご披露いただきました。

　いきいきふれあいサロンの詳細につきましては、垂井町社会福祉協議会まで
お問合せください。　　　　　　　　　　　　　　　　電話（0584）23-3335

谷寿会おたのしみ会

開催日　年４回
　　　　９：30～10：30
場　所　谷転作研修所
参加者　谷寿会の方

　 宮代地区まちづくりセンターで、年５回開催されて
いるサロンです。撮影した日は、てるてる座の皆さん
に「歌謡ショー」をご披露いただきました。てるてる座
さんはこの日が892回目の公演で、懐かしい歌の他
に、三味線を弾くように、栓抜きでスコップを打ち鳴
らす「スコップ三味線」も披露していただきました。楽
しい演目の数々に、会場は終始拍手と笑い声に包まれ
ました。

宮代地区いきいきふれあいサロン

開催日　年５回
　　　　９：30～11：30
場　所　宮代地区まちづくりセンター
参加者　どなたでも

栗原地区連合自治会長
府中地区連合自治会長
岩手地区連合自治会長
町民生委員児童委員協議会副会長
町民生委員児童委員協議会副会長
町民生委員児童委員協議会副会長
福祉推進員垂井地区代表
福祉推進員東地区代表
福祉推進員表佐地区代表
福祉推進員栗原地区代表
福祉推進員岩手地区代表
社会福祉法人博愛会代表
社会福祉法人白寿会代表
社会福祉法人養徳福祉会代表
障害者福祉協議会垂井町分会代表
町内小中学校長会代表
町PTA連合会代表
町内保育園・幼稚園保護者会代表

西脇　孝雄
髙木　忠広
片山　誠吾
栁瀬　𠮷実
飯沼　千代子
安田　和子
北村　久幸
藤田　隆一
多和田　浩一
富田　好美
桐山　律子
木村　和義
宗宮　康浩
野部　弘
三輪　幸子
平井　康太郎
松林　篤史
村田　裕哉

評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
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役員（理事、監事、評議員の皆さん）を紹介します

第三者委員紹介

＜順不同・敬称略＞

会　長
副会長

副会長

理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事

監　事
監　事

評議員
評議員

評議員

評議員

澤島　精次
山田　紘德

小林　禎裕

酒井　明美
渡邊　直文
岩田　順子
早野　博文
秋田　義彦
広瀬　隆博
中橋　昇

岩田　勝司
下元　佳代子

水野　忠宗
田中　数博　

西川　康夫　

多和田　悦嗣

学識経験者
町民生委員児童委員協議会会長
町連合自治会連絡協議会会長
垂井地区連合自治会長
町健康福祉課長
町連合福祉推進委員長
垂井町福祉事業所けやきの家
学識経験者　町長
町ボランティア連絡会会長
町議会議長
社会福祉法人あゆみの家理事長

税理士
社会福祉の知識経験を有する者

町議会文教厚生委員長
東地区連合自治会長
宮代地区連合自治会長
福祉推進員宮代地区代表
表佐地区連合自治会長

赤い羽根募金
さまざまな地域福祉の課題解決に取り組
む、事業者や団体等を支援している募金
です。

歳末たすけあい募金
新たな年を迎える時期に、支援を必要と
している人々が安心して暮らすことがで
きるよう実施している募金です。

～皆さまのご協力をお願いします～
　今年も10月１日から、全国一斉に共同募金運動がはじまります。
　共同募金は、「赤い羽根募金」と「歳末たすけあい募金」に分けられ、どちらも、じぶん
の町を良くするしくみとして、高齢者や障がい者、子どもやその親等、子どもから大人
まで支援を必要とする様々な人のくらしを支えています。また、災害ボランティア活動
支援等にも役立てられています。
　岐阜県共同募金会垂井町分会では、今年度も関係各位のご協力をいただきながら、
町内で募金運動を展開いたします。
　皆様のあたたかいご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。

募金箱

戸別募金

法人募金

街頭募金

イベント募金

学校募金

職域募金

社会福祉法人垂井町社会福祉協議会苦情解決第三者委員を紹介します。＜順不同・敬称略＞

町田  正博（学識経験者）　　　衣斐  　修（学識経験者）

いきいきふれあいサロンのご紹介いきいきふれあいサロンのご紹介
いきいきふれあいサロンとは？いきいきふれあいサロンとは？
　地域の皆さんが気軽に集まり、おしゃべりや体操、ゲームなどを楽しみながら交流する場です。仲間
づくりや健康づくり、地域のつながりづくりを目的に開催されています。
　町内7地区には、２7ヶ所のいきいきふれあいサロンがあります。今後、社協だよりやインスタグラム
で、各地区いきいきふれあいサロンの様子をご紹介いたします。

　 岩手地区の谷転作研修所では、寿会のサロンが開催され
ています。このサロンは他のサロンと比べて、男性の参加
者が多いサロンです。撮影した日は、美楽一座(みらくいち
ざ）の皆さんにお越しいただき、南京玉すだれ、どじょうす
くい等の楽しい芸の数々をご披露いただきました。

　いきいきふれあいサロンの詳細につきましては、垂井町社会福祉協議会まで
お問合せください。　　　　　　　　　　　　　　　　電話（0584）23-3335

谷寿会おたのしみ会

開催日　年４回
　　　　９：30～10：30
場　所　谷転作研修所
参加者　谷寿会の方

　 宮代地区まちづくりセンターで、年５回開催されて
いるサロンです。撮影した日は、てるてる座の皆さん
に「歌謡ショー」をご披露いただきました。てるてる座
さんはこの日が892回目の公演で、懐かしい歌の他
に、三味線を弾くように、栓抜きでスコップを打ち鳴
らす「スコップ三味線」も披露していただきました。楽
しい演目の数々に、会場は終始拍手と笑い声に包まれ
ました。

宮代地区いきいきふれあいサロン

開催日　年５回
　　　　９：30～11：30
場　所　宮代地区まちづくりセンター
参加者　どなたでも

栗原地区連合自治会長
府中地区連合自治会長
岩手地区連合自治会長
町民生委員児童委員協議会副会長
町民生委員児童委員協議会副会長
町民生委員児童委員協議会副会長
福祉推進員垂井地区代表
福祉推進員東地区代表
福祉推進員表佐地区代表
福祉推進員栗原地区代表
福祉推進員岩手地区代表
社会福祉法人博愛会代表
社会福祉法人白寿会代表
社会福祉法人養徳福祉会代表
障害者福祉協議会垂井町分会代表
町内小中学校長会代表
町PTA連合会代表
町内保育園・幼稚園保護者会代表

西脇　孝雄
髙木　忠広
片山　誠吾
栁瀬　𠮷実
飯沼　千代子
安田　和子
北村　久幸
藤田　隆一
多和田　浩一
富田　好美
桐山　律子
木村　和義
宗宮　康浩
野部　弘
三輪　幸子
平井　康太郎
松林　篤史
村田　裕哉

評議員
評議員
評議員
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・開講式・オリエンテーション
・講座
　高齢者とのコミュニケーションについて
・介護用品の利用実習（高齢者の食事について）
・介護用品の体験（車いす、介護ロボット等体験）
・ふれあい活動
・振り返り
・修了式

１日の内容

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

　令和８年８月５日（水）、特別養護老人ホームいぶき苑様のご協力のもと、ワークキャンプを開催
いたしました。
　高齢社会がますます進行するなかで、次世代を担う青少年の社会福祉に対する理解と関心を高め
る活動が大切な時期となっています。そこで、本会では、町内の中学生を対象に、社会福祉施設で
の体験学習をとおして高齢者福祉及び障がい者福祉について理解を深めてもらうきっかけづくりを
実施しております。施設の機能やそこで生活する方々とふれあうことにより、心を育てる機会を持
ち、福祉に対する関心を高め、理解を深めてもらうことを目的としております。
　コロナ禍以降久しぶりの開催でしたが、町内６名の中学生に参加していただけました。
　参加者の皆様、特別養護老人ホームいぶき苑の皆様、夏休み期間の貴重な１日をありがとうござ
いました。

　
８
月
７
日（
金
）、
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
本
会
職
員
に
よ
る『
認
知
症
あ
る
あ
る
〜
困
っ
た
行
動
の
理
由
が
わ
か
る

と
介
護
が
楽
に
な
る
？
〜
』と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
い
た

し
ま
し
た
。

　
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
、
認
知
症
介
護
で
よ
く
直
面
す
る
場
面
を

ス
ラ
イ
ド
で
見
な
が
ら
、
介
護
す
る
う
え
で
楽
に
な
る
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　
講
座
の
後
は
甘
い
お
菓
子
で
ホ
ッ
と
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
の
交
流
タ
イ
ム
と
い

た
し
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は「
で
き
な
い
日
が
あ
っ
て
も
い
い
。
そ
れ
で
い
い
と
知
れ

た
の
で
今
日
来
て
よ
か
っ
た
」「
み
な
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
安
心
し
た
」な
ど
と
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
ご
自
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方
に
向
け
て
、
介
護
に
関
す

る
学
び
の
場
や
、
介
護
さ
れ
て
い
る
方
同
士
の
情
報
交
換
や
交
流
の
場
、
ホ
ッ
と
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
だ
け
る
場
と
し
て
様
々
な
企
画
を
し
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味

の
あ
る
方
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

小
中
学
生
の
た
め
の
手
話
教
室

小
中
学
生
の
た
め
の
手
話
教
室

　
８
月
６
日（
木
）、「
小
中
学
生
の
た
め
の
手
話
教
室
」を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
垂
井
町
手
話
サ
ー
ク
ル
泉
の
会
の
皆
様
に
講
師
と
し
て

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
聴
覚
障
が
い
が
あ
る
方
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
る
手
話
の
基
礎
を
学

ぶ
機
会
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
町
内
の
小
学
生
と
保
護
者
10
名
が
参
加
し
て
く
だ
さ

り
、
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
途
中
、
ジ
ュ
ー
ス
と
お
菓
子
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
覚
え
た
手
話
を
使
っ
て
交
流
の
時
間
を
過
ご

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
楽
し
か
っ
た
！
」「
ま
た
来
年
も
あ
る

か
な
。」「
手
話
を
覚
え
ら
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。
お
母
さ
ん

に
教
え
て
あ
げ
よ
う
と
思
う
。」等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
の
手
話
教
室
が
夏
休
み
の
思
い
出
の
ひ
と
つ
に
な

り
、
今
後
手
話
の
学
び
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
参
加
者
の
皆
様
、
手
話
サ
ー
ク
ル
泉
の
会
の
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ワークキャンプを開催しました！
in 社会福祉法人　白寿会
　 特別養護老人ホーム　いぶき苑 様

参加者の感想

たくさんのことを
学べて楽しかったです。

高齢者の方との交流や車
いす体験等、難しかった
けど、楽しかったです。

とろみ剤や水分ゼリーの試食がで
きて楽しかったです。
とろみ剤の入ったお茶は美味しくな
かったです。

高齢者の方との交流が楽し
かったです。働いている方の
お仕事をみて大変だなと思い
ました。

短く区切ってお話しすることの大切さ
を学ぶことができました。高齢者の
方とのコミュニケーションは楽しかっ
たです。祖母の介護に活かしていき
たいです。

祖母の
ところ

にあっ
た

福祉カ
タログ

で見た
こ

とはあ
りまし

たが、実

際に機
器を体

験でき

て良か
ったで

す。
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・開講式・オリエンテーション
・講座
　高齢者とのコミュニケーションについて
・介護用品の利用実習（高齢者の食事について）
・介護用品の体験（車いす、介護ロボット等体験）
・ふれあい活動
・振り返り
・修了式

１日の内容

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

　令和８年８月５日（水）、特別養護老人ホームいぶき苑様のご協力のもと、ワークキャンプを開催
いたしました。
　高齢社会がますます進行するなかで、次世代を担う青少年の社会福祉に対する理解と関心を高め
る活動が大切な時期となっています。そこで、本会では、町内の中学生を対象に、社会福祉施設で
の体験学習をとおして高齢者福祉及び障がい者福祉について理解を深めてもらうきっかけづくりを
実施しております。施設の機能やそこで生活する方々とふれあうことにより、心を育てる機会を持
ち、福祉に対する関心を高め、理解を深めてもらうことを目的としております。
　コロナ禍以降久しぶりの開催でしたが、町内６名の中学生に参加していただけました。
　参加者の皆様、特別養護老人ホームいぶき苑の皆様、夏休み期間の貴重な１日をありがとうござ
いました。

　
８
月
７
日（
金
）、
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
本
会
職
員
に
よ
る『
認
知
症
あ
る
あ
る
〜
困
っ
た
行
動
の
理
由
が
わ
か
る

と
介
護
が
楽
に
な
る
？
〜
』と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
い
た

し
ま
し
た
。

　
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
、
認
知
症
介
護
で
よ
く
直
面
す
る
場
面
を

ス
ラ
イ
ド
で
見
な
が
ら
、
介
護
す
る
う
え
で
楽
に
な
る
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　
講
座
の
後
は
甘
い
お
菓
子
で
ホ
ッ
と
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
の
交
流
タ
イ
ム
と
い

た
し
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は「
で
き
な
い
日
が
あ
っ
て
も
い
い
。
そ
れ
で
い
い
と
知
れ

た
の
で
今
日
来
て
よ
か
っ
た
」「
み
な
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
安
心
し
た
」な
ど
と
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
ご
自
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方
に
向
け
て
、
介
護
に
関
す

る
学
び
の
場
や
、
介
護
さ
れ
て
い
る
方
同
士
の
情
報
交
換
や
交
流
の
場
、
ホ
ッ
と
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
だ
け
る
場
と
し
て
様
々
な
企
画
を
し
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味

の
あ
る
方
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

小
中
学
生
の
た
め
の
手
話
教
室

小
中
学
生
の
た
め
の
手
話
教
室

　
８
月
６
日（
木
）、「
小
中
学
生
の
た
め
の
手
話
教
室
」を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
垂
井
町
手
話
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ー
ク
ル
泉
の
会
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皆
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に
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師
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加
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て
い
た
だ
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聴
覚
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が
い
が
あ
る
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ュ
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で
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る
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話
の
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を
学
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ま
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。
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10
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が
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だ
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、
と
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で
、
楽
し
い
時
間
を
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だ
く
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ま
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中
、
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が
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だ
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え
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の
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ご

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
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加
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か
ら
は「
楽
し
か
っ
た
！
」「
ま
た
来
年
も
あ
る

か
な
。」「
手
話
を
覚
え
ら
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。
お
母
さ
ん

に
教
え
て
あ
げ
よ
う
と
思
う
。」等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
の
手
話
教
室
が
夏
休
み
の
思
い
出
の
ひ
と
つ
に
な

り
、
今
後
手
話
の
学
び
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
参
加
者
の
皆
様
、
手
話
サ
ー
ク
ル
泉
の
会
の
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ワークキャンプを開催しました！
in 社会福祉法人　白寿会
　 特別養護老人ホーム　いぶき苑 様

参加者の感想

たくさんのことを
学べて楽しかったです。

高齢者の方との交流や車
いす体験等、難しかった
けど、楽しかったです。

とろみ剤や水分ゼリーの試食がで
きて楽しかったです。
とろみ剤の入ったお茶は美味しくな
かったです。

高齢者の方との交流が楽し
かったです。働いている方の
お仕事をみて大変だなと思い
ました。

短く区切ってお話しすることの大切さ
を学ぶことができました。高齢者の
方とのコミュニケーションは楽しかっ
たです。祖母の介護に活かしていき
たいです。

祖母の
ところ

にあっ
た

福祉カ
タログ

で見た
こ

とはあ
りまし

たが、実

際に機
器を体

験でき

て良か
ったで
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場　所／垂井町福祉会館２階相談室（垂井町1305番地の２）
時　間／各回とも　13：00～ 16：00
その他／ご相談は無料です。
　　　　法律相談をご希望の場合は、必ずご予約ください。

心配ごと相談日のご案内

編集後記

　各事業は、感染症対策のため、中止となる場合があります。最新情報は、ホームページをご覧いただくか、
お問い合わせください。

◆ お問い合わせ・ご予約先
　垂井町社会福祉協議会
　☎（0584）23-3335

※各日とも、10：00～12：00
場　　所／垂井町福祉会館　介護学習室
お問い合わせ先／垂井町社会福祉協議会
　　　　　　　 ☎（0584）23-3335

おもちゃ病院たるい診療日おもちゃ病院たるい診療日

※修理費は無料ですが、部品代など実費をいただく場合がございます。
※テレビゲーム機など承れないおもちゃもございますのでご了承ください。

壊れたおもちゃをお持ちください。
おもちゃドクターが修理します。

９月

10月

11月

心配ごと相談

4日（水） 18日（水）

法律相談 結婚相談

26日（木） 28日（土）

2日（水） 16日（水） 24日（木） 26日（土）

7日（水） 21日（水） 22日（木） 24日（土）

　朝夕にわずかな秋の気配を感じるものの、今
年も厳しい残暑が続き、外に出るのもためらう
ような日が続いています。
　夏の疲れが出やすい時期でもありますので、
お出かけはご無理をなさらず、涼しいお部屋で
ゆっくり過ごす時間も大切にしてくださいね。
　日々の家事や生活の合間、ほっと一息つく時
間のお供に、この社協だよりをめくっていただ
けたら幸いです。

（Y.F）

中山道

御所野

至
関
ヶ
原

至
大
垣

大垣共立BK

ワイワイプラザ垂井

JR垂井駅

N

垂井町福祉会館
垂井町社会福祉協議会

21

診療日時／  9月26日（土）
　　　　  10月24日（土）
　　　　  11月28日（土）

小中学生のための
手話教室

ワークキャンプ

いらないおもちゃをご寄付くださいいらないおもちゃをご寄付ください

いらないおもちゃをお持ちの方がいらっしゃいました
ら、「おもちゃ病院たるい」にぜひご寄付いただけるとあり
がたいです。
※電池で動く電子玩具、木製玩具、プラスチック製のおもちゃ等を
集めております。
※モデルガンやエアガン、テレビゲーム機、携帯型ゲーム機等、一部
お受けできないおもちゃもございます。ご了承ください。

壊れたおもちゃの修理に
部品が必要です。

あたたかい善意のご寄付
ありがとうございました
あたたかい善意のご寄付
ありがとうございました

● 匿名　様・・・・・・・・・・・　50,000円

●令和７年度事業報告・決算報告
　　　　　　　　　役員紹介（P２～４）
●いきいきふれあいサロン紹介（P５）　　
●ワークキャンプ（P６）
●小中学生のための手話教室、
　　　　　在宅介護者のつどい（P７）

TOPICS

令和８年９月１日発行
編集発行
社会福祉法人 垂井町社会福祉協議会
不破郡垂井町1305番地の2（垂井町福祉会館）

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

社協
だより
たるい

令和８年９月１日

第156号 8

TEL（0584)23-3335　FAX (0584)22-2714
ホームページ　https://www.tarui-shakyo.jp
E-mail　info@tarui-shakyo.jp
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